
平成31年度岡山県立高等学校入学者選抜実施大要

岡山県教育委員会

［一般入学者選抜］

１ 選抜の方針
選抜に当たっては、中学校等の校長から提出される調査書、学力検査・面接・実技の結果及

び自己申告書等を資料として、各高等学校の科・コースの特色を配慮して総合的に判断する。
なお、高等学校長は、募集定員の一部について、学力検査の結果が一定以上にあれば、調査

書及び面接等の結果を重視して選抜を行うことができる。
調査書については、中学校等の教育の全領域にわたる成果を的確に判断するための資料とし

て重視する。
学力については、調査書の「学習の記録」に記載された評定から求めた換算点と学力検査の

結果から求めた合計得点とを基に、高等学校長が「調査書の評定段階」と「学力検査の評定段
階」をそれぞれ定め、相関表を作成して判定する。調査書の換算点の算出においては、学力検
査を実施しない教科及び第３学年の評定を重視して取り扱う。

２ 学力検査
(1) 対 象
ア 全日制課程

［第Ⅰ期］ 志願者全員
イ 定時制課程

［第Ⅰ期］ 昼間部を志願する者
［第Ⅱ期］ 夜間部を志願する者

(2) 実施教科
ア 全日制課程

［第Ⅰ期］ 国語、社会、数学、理科、外国語（英語）
イ 定時制課程

［第Ⅰ期］ 国語、社会、数学、理科、外国語（英語）から志願者が選択する３教科
［第Ⅱ期］ 国語、数学、外国語（英語）

ア、イともに外国語（英語）は聞き取り検査を含む。
(3) 出題の方針
ア 平成20年文部科学省告示第28号の中学校学習指導要領に示された目標及び内容の範囲内で
出題する。

イ 各教科とも基礎的・基本的事項を中心とし、思考力、判断力、表現力等をみる問題を含め
る。

(4) 問題の作成
県教育委員会において作成する。ただし、高等学校長は、県教育委員会と協議の上、

全ての教科又は一部の教科について問題を作成することができる。

３ 面 接
次のいずれかに該当する志願者には、面接を実施する。

(1) 全日制課程のうち、次の学校・学科・コースを志願する者
ア 普通科のコース、専門学科及び総合学科
イ コースを除く普通科のうち、面接を必要と認める学校

(2) 定時制課程を志願する者
(3) 自己申告書を提出する者

４ 実 技
(1) 玉野光南高等学校体育科において、一般入学者選抜を実施する場合は、志願者に実技を実施
する。

(2) 検査内容 平成20年文部科学省告示第28号の中学校学習指導要領保健体育の体育分野に示
された内容で基礎的なもの
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５ 追検査
(1) 対 象

一般入学者選抜［第Ⅰ期］を、インフルエンザの罹患等やむを得ない理由により欠席した者
(2) 実施内容・日程

学力検査・面接 平成31年３月20日（水）

６ 第２次募集
欠員を生じている学校・科・コースにおいて実施する｡

７ 日 程
(1) 全日制課程

［第Ⅰ期］
出願の期間 平成31年２月26日（火）から２月28日（木）まで
学 力 検 査 平成31年３月７日（木）
面接・実技 平成31年３月８日（金）
合格者の発表 平成31年３月15日（金）

(2) 定時制課程
［第Ⅰ期］
出願の期間 平成31年２月26日（火）から２月28日（木）まで
学 力 検 査 平成31年３月７日（木）
面 接 平成31年３月８日（金）
合格者の発表 平成31年３月15日（金）

［第Ⅱ期］
出願の期間 平成31年３月18日（月）から３月20日（水）まで
学力検査・面接 平成31年３月22日（金）
合格者の発表 平成31年３月27日（水）

８ くくり募集
二つ以上の科・コースで一括して生徒を募集する募集方法のことをいい、次に示す学校の科・

コースの間で実施する。
東岡山工業高等学校 機械科と電子機械科と電気科
岡山東商業高等学校 ビジネス創造科と情報ビジネス科
倉敷商業高等学校 商業科と国際経済科と情報処理科
津山商業高等学校 地域ビジネス科と情報ビジネス科
笠岡商業高等学校 商業科と情報処理科
岡山一宮高等学校 普通科と理数科
西 大 寺 高 等 学 校 普通科と国際情報科
倉敷天城高等学校 普通科と理数科

※
倉敷中央高等学校 普通科と普通科子どもコースと普通科健康スポーツコース
玉 島 高 等 学 校 普通科と理数科
津 山 高 等 学 校 普通科と理数科

※ 普通科と理数科､普通科と国際情報科及び普通科と普通科子どもコースと
普通科健康スポーツコースでは､選抜時に科･コースの所属を決定する｡

なお、倉敷天城高等学校理数科及び津山高等学校理数科は、特別入学者選抜で合格内定者数が
募集定員を満たさなかった場合に、一般入学者選抜を実施する。

９ 複数校志願
異なる志願先を２校まで志願できることをいい、次に示す学校・科の間で実施する。
倉敷中央高等学校看護科 と 津山東高等学校看護科 と 真庭高等学校看護科
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［特別入学者選抜］

１ 実施学校・科・コース・類型・分野
別表１のとおりとする。

２ 募集人員
別表１に示す人員とする。

３ 出 願
志願する当該科・コース・類型・分野に対して、興味・関心があり、能力・適性を有し、志願

する動機・理由が明白、適切であること。

４ 選抜の方針
選抜に当たっては、中学校等の校長から提出される調査書、学力検査・面接・各高等学校にお

いて選択実施する検査（以下「選択実施する検査」という。）の結果及び自己申告書等を資料とし
て、目的意識や適性等を重視し、各高等学校の科・コース・類型・分野の特色を配慮して総合的
に判断する。調査書の評定については、第１学年、第２学年及び第３学年の各教科の評定を活用
する。
なお、高等学校長は、募集人員の一部について、学力検査の結果が一定以上にあれば、あらか

じめ示した実績を重視して選抜を行うことができる。

５ 学力検査
(1) 対 象 志願者全員
(2) 実施教科 国語、数学、外国語（英語）

外国語（英語）は聞き取り検査を含む。
(3) 出題の方針
ア 平成20年文部科学省告示第28号の中学校学習指導要領に示された目標及び内容の範囲内で
出題する。

イ 各教科とも基礎的・基本的事項を中心とする。
(4) 問題の作成 県教育委員会において作成する。

６ 面 接
(1) 対 象 志願者全員
(2) 内 容 志望の目的や適性等を把握する。

７ 選択実施する検査
(1) 対 象 志願者全員
(2) 内 容 各高等学校は、志願者一人一人の能力や適性等を多面的に評価するために、口

頭試問、小論文、作文、実技のうち、一つ以上を選択し、科等の特色を踏まえた
検査を実施する。

８ 日 程
出願の期間 平成31年１月29日（火）から１月31日（木）まで
学 力 検 査 平成31年２月13日（水）
面接･選択実施する検査 平成31年２月13日（水）、２月14日（木）

※ 両日のうちいずれか１日で実施する場合がある。
選抜結果の通知 平成31年２月21日（木）
合格者の発表 平成31年３月15日（金）

９ 合格内定とならなかった者の扱い
選抜の結果、合格内定とならなかった者は、改めて一般入学者選抜に出願することができる。
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［海外帰国生徒のための入学者選抜］

１ 実施学校・科
岡山一宮高等学校普通科・理数科
岡山城東高等学校普通科
西大寺高等学校国際情報科
総社南高等学校普通科

２ 募集人員
各校とも若干名

３ 出願資格
次のいずれにも該当する者とする。

(1) 原則として、外国における在住期間が継続して２年以上で帰国後２年以内であること。
(2) 保護者が県内に居住しているか、平成31年４月７日までに県内に居住予定であること。保護
者が引き続き外国に居住する場合は、県内に保護者に代わる身元引受人が居住していること。

４ 選抜の方針
選抜に当たっては、中学校等の校長から提出される調査書、面接等の結果及び自己申告書等を
資料として、外国での学習や経験を適切に評価するよう配慮し、総合的に判断する。

５ 面 接 等
(1) 対 象 志願者全員
(2) 内 容 能力や適性等を把握するため面接を実施する。必要に応じて簡単な口頭試問

（英会話を含む｡）を行うことがある。
また、学校によっては、聞き取り検査や作文等の適性検査を実施することがある｡

６ 日 程
出願の期間 平成31年１月29日（火）から１月31日（木）まで
面 接 等 平成31年２月13日（水）
選抜結果の通知 平成31年２月21日（木）
合格者の発表 平成31年３月15日（金）

７ 合格内定とならなかった者の扱い
［特別入学者選抜］９に同じ。

［連携型中高一貫教育に係る入学者選抜］

１ 実施学校・科
勝山高等学校普通科(蒜山校地)

２ 募集人員
別に定める募集定員を上限とする。

３ 出願資格
真庭市立蒜山中学校を平成31年３月に卒業見込みの者

４ 選抜の方針
選抜に当たっては、中学校長から提出される調査書、学力検査・面接及び中高連携教育の成果

をみる検査の結果を資料として、目的意識や意欲等を重視して、総合的に判断する。

５ 学力検査
［特別入学者選抜］５に同じ。
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６ 面接及び中高連携教育の成果をみる検査
(1) 対 象 志願者全員
(2) 内 容 志望の目的や意欲・適性等を把握するため、面接及び中高連携教育の成果をみ

る検査を実施する。

７ 日 程
出願の期間 平成31年１月29日（火）から１月31日（木）まで
学 力 検 査 平成31年２月13日（水）
面接･中高連携教育の成果をみる検査 平成31年２月13日（水）、２月14日（木）

※ 両日のうちいずれか１日で実施する場合がある。
選抜結果の通知 平成31年２月21日（木）
合格者の発表 平成31年３月15日（金）

８ 合格内定とならなかった者の扱い
［特別入学者選抜］９に同じ。

［成人のための定時制課程入学者選抜］

１ 実施学校・科
烏城高等学校普通科

２ 募集人員
(1) 昼 間 部 若干名
(2) 夜 間 部 若干名

３ 出願資格・条件
次のいずれにも該当する者とする。

(1) 平成11年４月１日以前に出生した者
(2) 定時制高等学校を志願する動機や理由が明白、適切であり、学ぶことに対して強い意欲を
有すること。

４ 選抜の方針
選抜に当たっては、面接・作文の結果等を資料として、目的意識や意欲等を重視して、総合的

に判断する。

５ 面接及び作文
(1) 対 象 志願者全員
(2) 内 容 志望の目的や意欲・適性等を把握するため、面接及び作文を実施する。

面接では、必要に応じて簡単な口頭試問を行うことがある。

６ 日 程
出願の期間 平成31年１月29日（火）から１月31日（木）まで
面接・作文 平成31年２月13日（水）
選抜結果の通知 平成31年２月21日（木）
合格者の発表 平成31年３月15日（金）

７ 合格内定とならなかった者の扱い
［特別入学者選抜］９に同じ。

［全国募集］

１ 実施学校・科
笠岡工業高等学校電子機械科・電気情報科・環境土木科
井原高等学校普通科・園芸科・家政科
新見高等学校普通科・生物生産科・工業技術科・総合ビジネス科
勝山高等学校普通科(蒜山校地)
真庭高等学校看護科
林野高等学校普通科
和気閑谷高等学校普通科・キャリア探求科
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２ 募集人員
(1) 科の第１学年募集定員の５％以内とする。ただし、学区を持つ普通科については、学区外か
らの受入枠５％に含める。なお、科の第１学年募集定員の５％に当たる人数が１人となる科に
ついては、募集人員を２人とすることができる。

(2) 特別入学者選抜での合格内定者数で、上記(1)の科の募集人員（以下「科の募集人員」とい
う。）を満たすことができる。

(3) 特別入学者選抜での合格内定者数が、科の募集人員を満たさなかった場合に、一般入学者選
抜［第Ⅰ期］で実施する。

３ 出願資格・条件
次のいずれにも該当する者とする。

(1) 志願者及び保護者が県外に居住していること。
(2) 当該科に対して高い目的意識を持つこと。
(3) 平成31年４月７日までに、県内に保護者に代わる身元引受人が居住していること。ただし、
県外に居住する保護者の下から通学する場合又は保護者の一人が志願者とともに県内に転住す
る場合は、身元引受人は不要である。

４ 選抜の方針
［一般入学者選抜］１に同じ。
［特別入学者選抜］４に同じ。

５ 学力検査
［一般入学者選抜］２(1) ア、(2) ア、(3)、(4)に同じ。
［特別入学者選抜］５に同じ。

６ 面 接
［一般入学者選抜］３に同じ。
［特別入学者選抜］６に同じ。

７ 選択実施する検査
［特別入学者選抜］７に同じ。

８ 日 程
［一般入学者選抜］６(1) に同じ。
［特別入学者選抜］８に同じ。

９ 特別入学者選抜で合格内定とならなかった者の扱い
選抜の結果、合格内定とならなかった者は、改めて一般入学者選抜［第Ⅰ期］に出願すること

ができる。

［その他］

１ 出願に当たっては、各高等学校が示す「目指す教育と求める生徒像」を参考とすること。

２ 平成31年度岡山県立高等学校入学者選抜における学校別実施内容等については、別表１、別表
２及び別表３を参照のこと。

３ 法令及びこの実施大要に定めるもののほか、必要な事項は、平成31年度岡山県立高等学校入学
者選抜実施要項で定める。
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・「その他の選抜」欄の☆は、海外帰国生徒のための入学者選抜を実施する科を表す。

・「その他の選抜」欄の□は、連携型中高一貫教育に係る入学者選抜を実施する科を表す。

・「その他の選抜」欄の★は、成人のための定時制課程入学者選抜を実施する科を表す。

・一般入学者選抜の「くくり募集」欄の◎は、第１志望、第２志望欄にそれぞれの科名等を記入する方法を表す。

・一般入学者選抜の「くくり募集」欄の○は、第１志望欄にくくり募集の科名等を記入する方法を表す。

・「備考」欄の◇は、一般入学者選抜において、同一の学科とみなして選抜を行う科を表す。

募集人員 重視する実績
比率

（％）
重視する事項

岡 山 朝 日 普 通 － － － － － － － ○ 10%

生徒会活動、ボランティア
活動、芸術・体育・科学・
文化の分野における活動成
果及び興味・関心の状況

岡 山 操 山 普 通 － － － － － － － ○ 5%

部活動、学級活動、生徒会
活動、スポーツ・芸術・文
化・科学の分野における実
績

岡 山 芳 泉 普 通 － － － － － － － ○ 10%

生徒会活動、スポーツ・芸
術・科学・文化の分野にお
ける活動の実績

海外体験など国際的な活動
の実績

普 通 － － － －

理 数 50%

○口頭試問（実験を含む）
与えられた課題について、質問に
答えたり実験を行ったりする。

５人程度

数学検定準２級以上又
は英語検定準２級以上
合格

全国規模の科学研究又
はコンテストの実績

30人

○実技
英語を聞く・話す・読む・書くの
４つの技能を活用して、英語のリ
スニング・英語による質疑応答な
どの課題に取り組む。

５人程度
英語検定２級以上合格
又はこれに相当する英
語の実績

25人

○実技
①新曲視唱
②声楽又は任意の楽器で５分以内
の演奏(ただし､ピアノの場合はバ
ロック、古典・ロマン派のピアノ
作品の中から任意の曲を演奏する
こと(緩徐楽章は除く))

－ －

普 通 － － － － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

国 際 情 報 50%

〇口頭試問
与えられた課題（英語を含む）に
ついて、英語で質問に答えたり自
分の考えを述べたりする。

☆ ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

商 業 50%

〇口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

瀬 戸 普 通 － － － － － － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、芸
術・文化・科学の分野にお
ける活動の成果及び興味・
関心の状況

農 業 科 学 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ － －

園 芸 科 学 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ － －

畜 産 科 学 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ － －

農 業 土 木 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ － －

食 品 科 学 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ － －

平成31年度岡山県立高等学校入学者選抜における学校別実施内容一覧（別表１）
・特別入学者選抜の「募集人員（％）」欄の比率及び一般入学者選抜の「調査書及び面接等の結果を重視した選抜」欄の比率（％）は、当該科・コースの募集定員に対する

募集人員の割合を表す。

・「備考」欄の◆は、一般入学者選抜において、同一の学科とみなして選抜を行い、第１志望の志願者に第２志望の志願者を含めて選抜する割合を高等学校長が定めること

ができる科・コースを表す。比率は、募集定員に対する、第１志望の志願者に第２志望の志願者を含めて選抜する割合を表す。

学校名

科 特別入学者選抜
そ
の
他
の
選
抜

一般入学者選抜

備考コース
類　型
分　野
系　列

募集
人員

（％）
各校が選択実施する検査の概要

重視する実績を示した選抜
くくり
募 集

傾斜
配点

面接

調査書及び面接等の結果を重視した選抜

生徒会活動、部活動、校内
外におけるスポーツ・芸
術・文化・科学の分野にお
ける実績

岡 山 城 東

普 通 － － － －

岡 山 一 宮 ☆ ◎ － ○ 5%

国際教養分野

音 楽 分 野

5%

部活動を含む、校内外にお
ける文化的・体育的な活動
の実績

海外体験など国際的な活動
の実績

西 大 寺

◎ －

10人程度
剣道、野球又はバドミ
ントン

☆ － － ○

高 松 農 業 10人程度
レスリング（男子）
ラグビー（男子・女
子）
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募集人員 重視する実績
比率

（％）
重視する事項

学校名

科 特別入学者選抜
そ
の
他
の
選
抜

一般入学者選抜

備考コース
類　型
分　野
系　列

募集
人員

（％）
各校が選択実施する検査の概要

重視する実績を示した選抜
くくり
募 集

傾斜
配点

面接

調査書及び面接等の結果を重視した選抜

農 業 50%

○作文
与えられたテーマについて、400
字程度で自分の考えを書く。 － － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

農 業 機 械 50%

〇実技
与えられた課題について、机上で
作業を行う。 － － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

造園デザイン 50%

○作文
与えられたテーマについて、400
字程度で自分の考えを書く。 － － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

家 政 50%

○実技
与えられた課題について、机上で
作業を行う。 － － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

被服デザイン 50%

○実技
与えられた課題について、机上で
作業を行う。 － － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

生 物 生 産 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり簡単な作業を行ったりす
る。

－ － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

園 芸 科 学 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり簡単な作業を行ったりす
る。

－ － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

生活デザイン 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり簡単な作業を行ったりす
る。

－ － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

機 械 50%

○実技
与えられた課題について、条件に
従って、線や図を描く。 － － － － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

電 気 50%

○実技
与えられた課題について、指示に
従って、簡単な電気に関する作業
を行う。

－ － － － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

情 報 技 術 50%

○実技
与えられた課題について、条件に
従って、コンピュータを使って文
書作成や描画を行う。

－ － － － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

化 学 工 学 50%

○実技
与えられた課題について、指示に
従って、簡単な化学の実験操作を
行う。

－ － － － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

土 木 50%

○実技
与えられた課題について、条件に
従って、線や図を描く。 － － － － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

建 築 50%

○実技
与えられた課題について、条件に
従って、図を描き、簡単な作業を
行う。

－ － － － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

デ ザ イ ン 50%

○実技
与えられた課題について、条件に
従って、画用紙に鉛筆で素描
（デッサン）する。

－ － － － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

機 械 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり、自分の考えを表現した
りする。

－ － －

電 子 機 械 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり、自分の考えを表現した
りする。

－ － －

電 気 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり、自分の考えを表現した
りする。

－ － －

設備システム 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり、自分の考えを表現した
りする。

－ － － － － ○ 10%

部活動、生徒会活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動・ボランティア活動の実
績

工 業 化 学 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり、自分の考えを表現した
りする。

－ － － － － ○ 10%

部活動、生徒会活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動・ボランティア活動の実
績

ビジネス創造 50%
○作文
与えられたテーマについて、600
字程度で自分の考えを書く。

－ － －

情報ビジネス 50%
○作文
与えられたテーマについて、600
字程度で自分の考えを書く。

－ － －

瀬 戸 南 10人程度
ソフトテニス、バドミ
ントン、ホッケー又は
軟式野球

岡 山 工 業

東岡山工業

○

興 陽 10人程度
卓球、自転車、サッ
カー又は野球

－ ○ 10%

部活動、生徒会活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動・ボランティア活動の実
績

岡山東商業 ○ － ○ － －
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募集人員 重視する実績
比率

（％）
重視する事項

学校名

科 特別入学者選抜
そ
の
他
の
選
抜

一般入学者選抜

備考コース
類　型
分　野
系　列

募集
人員

（％）
各校が選択実施する検査の概要

重視する実績を示した選抜
くくり
募 集

傾斜
配点

面接

調査書及び面接等の結果を重視した選抜

商 業 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － － － ○ － －

国 際 経 済 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － － － ○ － －

情 報 処 理 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － － － ○ － －

生 活 創 造 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － － － ○ － －

服飾デザイン 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － － － ○ － －

岡 山 御 津 総 合 学 科 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり、自分の考えをまとめ表
現したりする。 10人程度

漢字検定準２級以上、
数学検定準２級以上又
は英語検定準２級以上
合格

カヌー又は野球

－ － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動、ボランティア活動の実
績

倉 敷 青 陵 普 通 － － － － － － － ○ 5% 部活動、校外におけるス
ポーツ・文化活動の実績

100%
○口頭試問（実験を含む）
与えられた課題について、質問に
答えたり実験を行ったりする。

倉 敷 南 普 通 － － － － － － － ○ 5%

部活動、校外におけるス
ポーツ・文化活動の成果

海外体験など国際的な活動
の実績

倉敷古城池 普 通 － － － － － － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ･文化活
動、ボランティア活動の実
績

海外体験など国際的な活動
の実績

普 通 － － － － － 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ･文化活動
の実績

50%

○実技
与えられたまとまりのある文章の
読み聞かせをする。 － ◎ － ○ － －

50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － －

家 政 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ － －

看 護 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ － －

福 祉 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ － －

普 通 － － － － －

理 数 50%

○口頭試問（実験を含む）
与えられた課題について、質問に
答えたり実験を行ったりする。

５人程度

数学検定準２級以上又
は英語検定準２級以上
合格

科学研究又はコンテス
トの実績

－

倉 敷 鷲 羽 未 来 創 造 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、ボラ
ンティア活動、校外におけ
る文化・スポーツ活動の実
績

岡 山 南

倉 敷 天 城

普 通 － － － － －

倉 敷 中 央

子どもコース

10人程度

ソフトボール(女子)、
陸上競技、バドミント
ン、ソフトテニス又は
ハンドボール（女子）

健康スポーツ
コ ー　ス

理 数 ２人程度
数学検定準２級以上又
は英語検定準２級以上
合格

－※募集人員については、募集定員から倉
敷天城中学校の倉敷天城高等学校理数科
への進学者数を除いた人数に、当該比率
を乗じた人数とする。

◎ － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動、科学コンテスト、ボラ
ンティア活動の実績

玉 島 ◎ － ○ 5%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化・
科学の分野における実績
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募集人員 重視する実績
比率

（％）
重視する事項

学校名

科 特別入学者選抜
そ
の
他
の
選
抜

一般入学者選抜

備考コース
類　型
分　野
系　列

募集
人員

（％）
各校が選択実施する検査の概要

重視する実績を示した選抜
くくり
募 集

傾斜
配点

面接

調査書及び面接等の結果を重視した選抜

機 械 50%

○実技
与えられた課題について、条件に
従って、作業（作図を含む）を行
う。

－ － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
における文化・スポーツ活
動の実績

電 子 機 械 50%

○実技
与えられた課題について、条件に
従って、作業（作図を含む）を行
う。

－ － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
における文化・スポーツ活
動の実績

電 気 50%

○実技
与えられた課題について、条件に
従って、作業（作図（電気回路図
を含む）など）を行う。

－ － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
における文化・スポーツ活
動の実績

工 業 化 学 50%

○実技
与えられた課題について、指示に
従って、化学の実験を行う。 － － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
における文化・スポーツ活
動の実績

テキスタイル
工 学 50%

○実技
与えられた課題について、条件に
従って、作業（形や色彩などの表
現を含む）を行う。

－ － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
における文化・スポーツ活
動の実績

機 械 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを表現したり
する。

－ － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・芸術・
文化・科学の分野における
実績

電 気 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを表現したり
する。

－ － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・芸術・
文化・科学の分野における
実績

情 報 技 術 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを表現したり
する。

－ － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・芸術・
文化・科学の分野における
実績

工 業 化 学 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを表現したり
する。

－ － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・芸術・
文化・科学の分野における
実績

建 築 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを表現したり
する。

－ － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・芸術・
文化・科学の分野における
実績

商 業 50%
○作文
与えられた課題について、500字
程度で作文する。

国 際 経 済 50%
○作文
与えられた課題について、500字
程度で作文する。

情 報 処 理 50%
○作文
与えられた課題について、500字
程度で作文する。

玉 島 商 業 ビジネス情報 50%

〇口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

５人程度 野球 － － － ○ 10%
部活動、生徒会活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

普 通 － － － － －

100%

○口頭試問（実験を含む）
与えられた課題について、質問に
答えたり実験を行ったりする。

12人

○実技①
50m走、立ち幅跳び、ハンドボー
ル投げの実技検査
○実技②
陸上競技、バスケットボール、バ
レーボール、サッカー、ソフト
ボール、剣道の中から、１種目を
選択する実技検査（すべて男女と
も選択可）

食 物 調 理 50%
○作文
与えられたテーマについて、400
字程度で自分の考えを書く。

－ － － ○ － －

看 護 50%
○作文
与えられたテーマについて、400
字程度で自分の考えを書く。

－ － － ○ － －

倉 敷 工 業 10人程度
陸上競技、柔道、野
球、卓球、ラグビー又
はソフトテニス

水 島 工 業 10人程度

バドミントン(男子)、
陸上競技(男子)、バス
ケットボール（男
子）、サッカー（男
子）又は剣道(男子)

○ 5%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

津 山 ◎ － ○ － －

倉 敷 商 業 10人程度
剣道、野球、バレー
ボール、ハンドボール
又はソフトボール

－ ○ －

理 数 － － －
※募集人員については、募集定員から津
山中学校の津山高等学校理数科への進学
者数を除いた人数に、当該比率を乗じた
人数とする。

10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

体 育 分 野

10人程度
剣道、野球又は陸上競
技

－ －

－ － － ○

津 山 東

普 通 － －
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募集人員 重視する実績
比率

（％）
重視する事項

学校名

科 特別入学者選抜
そ
の
他
の
選
抜

一般入学者選抜

備考コース
類　型
分　野
系　列

募集
人員

（％）
各校が選択実施する検査の概要

重視する実績を示した選抜
くくり
募 集

傾斜
配点

面接

調査書及び面接等の結果を重視した選抜

機 械 50%

○作文
与えられたテーマについて、600
字程度で作文する。 － － － ○ 15%

部活動、生徒会活動、地域
活動、校外におけるスポー
ツ・文化活動の実績

ロボット電気 50%

○作文
与えられたテーマについて、600
字程度で作文する。 － － － ○ 15%

部活動、生徒会活動、地域
活動、校外におけるスポー
ツ・文化活動の実績

工 業 化 学 50%

○作文
与えられたテーマについて、600
字程度で作文する。 － － － ○ 15%

部活動、生徒会活動、地域
活動、校外におけるスポー
ツ・文化活動の実績

土 木 50%

○作文
与えられたテーマについて、600
字程度で作文する。 － － － ○ 15%

部活動、生徒会活動、地域
活動、校外におけるスポー
ツ・文化活動の実績

建 築 50%

○実技
与えられた展開図からできる立体
を想像し、鉛筆でスケッチする。 － － － ○ 15%

部活動、生徒会活動、地域
活動、校外におけるスポー
ツ・文化活動の実績

デ ザ イ ン 50%

○実技
与えられた展開図からできる立体
を想像し、鉛筆でスケッチする。 － － － ○ 15%

部活動、生徒会活動、地域
活動、校外におけるスポー
ツ・文化活動の実績

地域ビジネス 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－

情報ビジネス 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－

玉 野 普 通 － － － － － － － ○ 10% 生徒会活動、部活動、校外
における活動の実績

普 通 － － － － － － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

情 報 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

２人程度
数学検定準２級以上又
は英語検定準２級以上
合格

－ － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

体 育 100%

○実技検査（Ⅰ）
基礎的な運動能力による実技検査
○実技検査（Ⅱ）
各自が選択する運動種目について
基本的な技術・技能や動作等によ
る実技検査
※陸上競技、柔道、剣道、ソフト
ボール、サッカー、バスケット
ボール、ハンドボール、バレー
ボール、新体力テスト（反復横跳
び、立ち幅跳び、ハンドボール投
げ）から１種目を選択する。

－ － － － － ○ － －

笠 岡 普 通 － － － － － － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・芸術・
文化・科学・ボランティア
の分野における活動の実績

電 子 機 械 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、もの
づくり競技、校外における
スポーツ・文化活動、ボラ
ンティア活動の実績

電 気 情 報 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、もの
づくり競技、校外における
スポーツ・文化活動、ボラ
ンティア活動の実績

環 境 土 木 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、もの
づくり競技、校外における
スポーツ・文化活動、ボラ
ンティア活動の実績

商 業 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－

情 報 処 理 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－

10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

津 山 工 業 10人程度
ラグビー、剣道、バ
レーボール（男子）、
柔道又は吹奏楽

津 山 商 業 10人程度

野球、ソフトボール、
陸上競技、バスケット
ボール、剣道、空手道
又は珠算

○ － ○

○ － ○

10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

玉 野 光 南

笠 岡 工 業 10人程度
レスリング、ウエイト
リフティング又は野球

笠 岡 商 業 10人程度

野球、柔道、陸上競
技、バスケットボール
（女子）又はバドミン
トン（女子）
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募集人員 重視する実績
比率

（％）
重視する事項

学校名

科 特別入学者選抜
そ
の
他
の
選
抜

一般入学者選抜

備考コース
類　型
分　野
系　列

募集
人員

（％）
各校が選択実施する検査の概要

重視する実績を示した選抜
くくり
募 集

傾斜
配点

面接

調査書及び面接等の結果を重視した選抜

普 通 30%
○作文
与えられた課題について、600字
程度で自分の考えを書く。

－ － － ○ － －

園 芸 50%
○作文
与えられた課題について、600字
程度で自分の考えを書く。

－ － － ○ － －

家 政 50%
○実技
与えられた課題について、机上で
作業を行う。

－ － － ○ － －

普 通 － － － － － － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

家 政 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － － － ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
におけるスポーツ・文化活
動の実績

25人

○口頭試問
与えられた課題（英語を含む）に
ついて、英語で答えたり自分の考
えを述べたりする。

５人程度
英語検定準２級以上合
格

20人
○実技
与えられた題材について、鉛筆で
素描し、短い文章で解説する。

－ －

普 通 30%

○口頭試問
与えられた文章や表・グラフなど
の資料をもとに、質問に答えたり
自分の考えを述べたりする。

－ － － － － ○ － －

家 政 50%

○口頭試問
与えられた文章や表・グラフなど
の資料をもとに、質問に答えたり
自分の考えを述べたりする。

－ － － － － ○ 5%
生徒会活動、部活動、校外
における文化・スポーツ活
動の実績

電 気 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － － － ○ 10%
生徒会活動、スポーツ、文
化、芸術、科学の分野にお
ける実績

デ ザ イ ン 50%

○実技
与えられた題材について、鉛筆で
素描する。 － － － － － ○ 10%

生徒会活動、スポーツ、文
化、芸術、科学の分野にお
ける実績

環 境 科 学 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － － － ○ 10%
生徒会活動、スポーツ、文
化、芸術、科学の分野にお
ける実績

普 通 30%

○小論文
与えられた文章や資料をもとに、
自分の考えを論理的に600字程度
で述べる。

－ － － ○ － －

生 物 生 産 50%

○実技
与えられた課題について、指示に
従って作業を行う。 － － － ○ － －

工 業 技 術 50%

○実技
与えられた課題について、指示に
従って線や図を描く。 － － － ○ － －

総合ビジネス 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを述べたりす
る。

－ － － ○ － －

備 前 緑 陽 総 合 学 科 50%

○小論文
与えられた文章や資料をもとに、
設問に答えたり、自分の考えを合
計で400字程度の文章で表現した
りする。

10人程度
サッカー、野球又は吹
奏楽

－ － ○ ○ 10%
生徒会活動、部活動、校外
における文化・体育活動の
実績

邑 久 普 通 30%

○作文
与えられたテーマについて、600
字程度で自分の考えをまとめる。

10人程度

野球、ヨット、陸上競
技又は吹奏楽

英語検定３級以上、数
学検定３級以上又は漢
字検定３級以上合格

－ － － ○ 10% 生徒会活動、部活動、校外
における活動の実績

普 通 30%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを表現したり
する。

－ － － ○ － －

ビ ジ ネ ス 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを表現したり
する。

－ － － ○ － －

普 通
（蒜山校地） 30%

○作文
与えられたテーマについて、400
～600字程度で自分の考えを書
く。

－ － □ － － ○ － －

井 原 10人程度
新体操
英語検定準２級以上合
格

総 社

総 社 南

普 通 － －

10%
生徒会活動、部活動、校外
における体育・文化活動の
実績

国 際 系

美 術 工 芸 系

高 梁

－ －

☆ － － ○

高 梁 城 南 ◇

新 見 ５人程度 ソフトボール（男子）

勝 山

10人程度

英語検定準２級以上合
格

野球又はバレーボール

- 12 -



募集人員 重視する実績
比率

（％）
重視する事項

学校名

科 特別入学者選抜
そ
の
他
の
選
抜

一般入学者選抜

備考コース
類　型
分　野
系　列

募集
人員

（％）
各校が選択実施する検査の概要

重視する実績を示した選抜
くくり
募 集

傾斜
配点

面接

調査書及び面接等の結果を重視した選抜

普 通 30%

○小論文
与えられた文章や資料をもとに、
400～600字程度で自分の考えを論
理的に記述する。

５人程度
※看護科
を含む

ハンドボール（女子）
又は箏曲

－ － － ○ 10% 生徒会活動、部活動、校外
における活動の顕著な実績

生 物 生 産 50%

○作文
与えられたテーマについて、600
字程度で自分の考えを書く。 － － － － － ○ － －

食 品 科 学 50%

○作文
与えられたテーマについて、600
字程度で自分の考えを書く。 － － － － － ○ － －

看 護 50%

○小論文
与えられた文章や資料をもとに、
400～600字程度で自分の考えを論
理的に記述する。

５人程度
※普通科
を含む

ハンドボール（女子）
又は箏曲

－ － － ○ － －

林 野 普 通 30%

○小論文
与えられた文章や資料をもとに設
問に答え、また自分の考えをまと
め200～400字程度で記述する。

10人程度

サッカー（男子・女
子）、野球（男子）、
バレーボール（女子）
又は吹奏楽

－ － － ○ 10%
部活動、生徒会活動、校外
におけるスポーツ・文化・
科学の活動の実績

鴨 方 総 合 学 科 50%

○口頭試問
与えられた課題について、質問に
答えたり自分の考えを表現したり
する。

10人程度

英語検定３級以上又は
数学検定３級以上合格

生徒会活動

－ － － 〇 20%

生徒会活動、部活動、芸術･
福祉･科学･スポーツの分野
における校内外の活動の成
果

普 通 30%

○口頭試問
事前に示された課題について、自
己の経験を踏まえて自分の考えを
表現する。（経験したことの根拠
となる資料を提示してもよい）

－ － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、地域
活動、英語・スポーツ・科
学・芸術・文化の分野にお
ける活動の実績

海外体験など国際的な活動
の実績

キャリア探求 50%

○口頭試問
事前に示された課題について、自
己の経験を踏まえて自分の考えを
表現する。（経験したことの根拠
となる資料を提示してもよい）

－ － － ○ 10%

生徒会活動、部活動、地域
活動、英語・スポーツ・科
学・芸術・文化の分野にお
ける活動の実績

海外体験など国際的な活動
の実績

普 通 30%
○作文
与えられた課題について、600字
程度で自分の考えを書く。

－ － － ○ － －

地域ビジネス 50%
○作文
与えられた課題について、600字
程度で自分の考えを書く。

－ － － ○ － －

勝 間 田 総 合 学 科 50%

○口頭試問（討論、発表を含む）
与えられた課題について、自分の
考えをまとめて表現する。 ５人程度 なぎなた又は剣道 － － － ○ 10% 生徒会活動、部活動、ボラ

ンティア活動の実績

30%

○作文
与えられたテーマについて、600
字程度で自分の考えをまとめる。 － － ★ － － ○ － －

30%

○作文
与えられたテーマについて、600
字程度で自分の考えをまとめる。 － － ★ － － ○ － －

一般入学者選抜（傾斜配点を実施する学校・科）（別表２）

連携型中高一貫教育に係る入学者選抜（中高連携教育の成果をみる検査の概要）（別表３）

◆
30
%

矢 掛 ５人程度
英語検定準２級以上合
格

烏 城

普 通
( 昼 間 部 ）

普 通
( 夜 間 部 ）

真 庭

和 気 閑 谷 10人程度

英語検定３級以上合格
又はこれに相当する英
語の実績

海外体験など国際的な
活動の実績

野球（男子）、バレー
ボール（女子）、陸上
競技又は吹奏楽

学　　校　　名 対　　象　　学　　科 中高連携教育の成果をみる検査の概要

勝　　 　山 普通（蒜山校地）
○作文
与えられたテーマについて、400～600字程度で自分の考えを書く。

学　　校　　名 対　　象　　学　　科 傾　　斜　　方　　法

備　前　緑　陽 総　合　学　科
教科申告書により１教科を申告した場合は、当該教科の得点を２倍し、他の教科の得点と
合計する。教科申告書により「特になし」と申告した場合は、各教科の得点を1.2倍し、合
計する。
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